
オディロン･ルドン《ダンテとベアトリーチェ》 1914年頃
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会期中無休
開館時間 午前9時30分̶午後4時30分（入館は午後4時まで）
入  館 料 大人1,000円／学生500円／高校生以下無料
 ＊仏教館・近代館の共通券です  ＊団体10名以上は10%割引

＊2026年5月19日（火）～5月29日（金）は展示替えのため全館休館

開館時間 午前9時30分̶午後4時30分
 （入館は午後4時まで）
入  館  料 大人1,000円／学生500円／
 高校生以下無料
 ＊仏教館・近代館の共通券です  
 ＊団体10名以上は10%割引

上原美術館は修繕改築工事のため以下
の期間を休館します
工事休館：
2026年9月1日（火）～2027年11月2日（火）
＊リニューアル･オープンは2027年11月3日（水）
　の予定です
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上原美術館は修繕改築工事のため以下の期間を休館します
工事休館：2026年9月1日（火）～2027年11月2日（火）
＊リニューアル･オープンは2027年11月3日（水）の予定です



ジョルジュ･ブラック 《ナプキンの上の紅茶ポットとレモン》 1949年 アンリ･マティス 
《鏡の前に立つ白いガウンを着た裸婦》 1937年

オディロン・ルドン
《ブリュンヒルデ、神々のたそがれ》 1894年

アンリ･ルソー 《両親》 1909年頃 小林古径 《井筒》 1950（昭和25）年頃 須田国太郎 《薔薇》 1950（昭和25）年頃

工事休館のお知らせ

　絵画には「であい」と「再会」の物語が秘められています。

　ルドン《ダンテとベアトリーチェ》は、中世イタリアの詩人

ダンテによる叙事詩『神曲』がモティーフとなっています。物語

はダンテ自身が深い森から地獄の入口へと迷い込むことから

始まります。ダンテは間もなく古代ローマの詩人ヴェルギリウス

の導きにより罪人が苦しむ地獄をめぐります。地獄の大穴を

抜けると煉獄の山が聳え、そこを登るごとに罪が清められて

いきました。そして、その頂で天国の案内人ベアトリーチェに

であいます。ベアトリーチェは実在の女性で、幼い頃よりダンテ

が恋焦がれていた女性でした。彼女は24歳で夭折しますが、

ダンテは物語の中で彼女との再会を果たします。

　再会の物語は、絵画とコレクターの間にも隠されています。

ジョルジュ･ブラック《ナプキンの上の紅茶ポットとレモン》は、

上原美術館を設立したコレクター上原昭二（1927年–、大正

製薬名誉会長）が蒐集した油彩画です。この小品は40代前半、

コレクターとして駆け出しの上原がスイスから取り寄せたもの

でしたが、この作品の魅力がまだ分からず間もなく手放します。

その後、この絵は哲学者でコレクターの谷川徹三（1895–　

1989年）の手に渡り、愛蔵されました。そして数十年後、偶然

にもある画商から谷川の手元を離れたこの絵を紹介された

上原は、時を経てこの絵の魅力に引き込まれて、再び手元

に置くことになりました。

　そのほか、井戸の廻りで遊んでいた幼子が成長して再会

する物語を描く小林古径《井筒》、思い出の家族と小さな

画面を通じて再びであうルソー《両親》、日本のコレクターが

マティスから購入後、持ち帰ることができず、戦後に再会を

果たした《鏡の前に立つ白いガウンを着た裸婦》など、絵画

が紡ぎ出す「であい」と｢再会｣の物語をどうぞお楽しみく

ださい。

　上原美術館は2026年9月1日より2027年11月2日まで

修繕工事のため休館します。2027年11月3日にまたであう、

「再会」の日を心より楽しみにしております。

上原美術館は設備改修などの修繕改築工事のため、2026年9月1日（火）から2027年11月2日（火）までの1年2ヶ月の間、
休館いたします。皆様にはご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。
工事休館  2026年9月1日（火）～2027年11月2日（火）　＊リニューアル･オープンは2027年11月3日（水）を予定しております
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受
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収
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〒413-0715  静岡県下田市宇土金341 
Tel. 0558-28-1228   www.uehara-museum.or.jp
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■ お車で 新東名高速道路 長泉沼津 ICより
 下田方面へ  1時間30分
■  東京駅より特急踊り子号  
 2時間40分  伊豆急下田駅下車
 同駅より堂ヶ島方面行バス  20分
 相玉下車  徒歩15分
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